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本稿 の目的は、授業が始 まる際 に見 られる学生の姿勢 に注 目 し、 ドイツの教育学者 ヴルフ(Wulf,
Christoph1944～)による 「儀礼」概念を援用す ることによって、参与観察やアンケー ト調査 を用いて、
その集団でのや りとりとそれによって促される社会化の形態 を探 ることにある。
文化人類学の研究 によれば、「儀礼 〈ritual>」(もともとラテン語、〈dtus>は「秩序だった行為」を表す)
とは、宗教儀礼に限定されるものではな く、挨拶や食事などの、ご く日常的な行動 をも含 めた ものである。
とりわけ集団行為 としての儀礼は、それが慣習化 され、関与者の身体 に内面化 されることによって、その
社会的 な役割やアイデ ンテ ィテ ィ、集団の一体感の形成に大 きな役割を果た している。
ヴルフは、近年、このような文化人類学における儀礼概念 を教育学の分野へ導入 し、低学年の子 どもの
生活場面(小 学校 ・家庭等)に 見 られ る儀礼的な行為 について調査分析 を行って きた。彼 は儀礼 を、「共
同体が生 じる際 に繰 り返 され、模倣 を通 して関与者 に身体的に伝 えられる、相互行為のモデル」と捉 える。
この、同 じ型が繰 り返 されるという儀礼の特徴 と並 んで、彼が注目するのは、儀礼の実演(パ フォーマ
ンス)の 仕方であるD。 彼は儀礼 を、一定の型が 「場 ごとにアレンジ」 されなが ら生み出 されるものとし
て捉える。儀礼の成立がその実演 にかかっているというこの特徴 を、彼 は"perfomla£iv"(パフォーマ ン
ス に基づいた)と 呼び、それを、相互行為が持つ、関与者 を 「方向づける特性(Verweischarakter)」と規
定する。こうして彼は、儀礼の実演が関与者 に対 して何 を期待 し、何 を促すのか とい う点に着眼するので
ある。
こうしてヴルフは、 これ まで、それぞれの人間形成の場(家 庭、小学校、仲間集団、メデ ィア)に おい
て、儀礼が社 会化にどのように(ど の程度)寄 与 しているのか、 とい うことをフィール ドワークによって
探 ってきた。
その際、 とりわけ彼が注 目するのは、学校 に見られる 「通過儀礼」2)である。広義の通過儀礼 は、時
間の区切れや場所の移動、社会的地位 などの状態の変化(=移 行)に 伴 って引き起 こされる。ヴルフ もま
た、このような意味で 「移行」 という言葉を用いてお り、日常生活で意識 されないような、より些細 な移
行に注 目している。例 えば彼の着 目する学校での移行は、制度的でマクロな レベルでの移行(例 入学式
や卒業式)を 指すのではな く、 ミクロなレベルでの移行(例 休憩時間か ら授業時間へ)を 指す。 よって
本研究でも、大学での授業開始前の移行(通 過)段 階を中心 に、考察を行いたい。




② 「制度 に従う儀礼」と 「制度に抵抗する儀礼」
③ パフォーマンスの際の衣装 としての衣服 と、小道具 としての小物
④ 相互行為がどれだけ密か(身 体運動や、発言 に着 目)
⑤ テリ トリーの配置、生徒 と教師の位置関係、教室内での彼 らの動 きはどうか
⑥ 型の決 まった身振 り、 ミミック(演 技)、(美的)表 現の方法には どの ような ものがあるか
⑦ 相互行為の体系、場 ごとのア レンジ、舞台装置はどのような ものか
⑧ 時間的 な構成はどうなっているか
以上のようなヴルフの視点 を参照 しなが ら、本稿では、多人数の講義形式の授業 を受講する大学生 を対
象として独 自の視点を抽出 したいと考える。小学校での調査 と大学での調査では、対象者や授業の条件が
大 きく異なることを念頭に置けば、上述の視点すべてが大学での調査 に有効か どうかは検討の余地があろ
う。
まず、小学校 の授業 と大学での授業では人数の規模が異なるので、大学の授業では、仲 間グループの細
かい会話の内容 を記録することは断念せ ざるを得ない。 また、小学校では同 じクラスの生徒が授業を受け
るが、大学ではその授業を選択する学生のみが集まる。顔な じみの クラスメー トの間であれば共同体は生
じやすいだろうが、その授業限 りの学生間で、仲間グループ以外 に共同体が拡大するということはまれか
もしれない。 よってある行為の型が模倣 によって拡大す るとい う形での共同体形成のプロセスを観察で き
る可能性は高いとはいえない。 さらに、小学校ではたいてい、ホームルームの教室で授業 を受 けるのに対
して、大学では授業 によって教室が異なっている。 この意味では学生 は、授業開始前 にはすでに、仲間グ
ループの状態から空間的に切 り離 されている、すなわち、空間的な 「分離儀礼」 をす ませて しまっている
ことになる。これ らの理由から上述のヴルフの視点を、たとえば以下のように絞 り込 む必要があろう。
① 型の決まった身振 り、それに対するアレンジは見 られるか(儀 礼のパフォーマ ンス に注 目、上述の
視点⑥⑦)
② 教室内での学生の動 きの時間的、空間的な構成について(上 述の視点⑤、⑥ の一部、⑧)
③ 物、衣服 について(上 述の視点③)
④ 儀礼(化)の 持つ意味について
⑤ 授業 とい う制度に従 う(あ るいは抵抗す る)た めの儀礼(上 述の視点②)
以上の視点に基づいて本稿では、 まず、大学 における空間的、時間的な移行(通 過)段 階にみられる学
生側の儀礼的な行動 を観察 し、考察する。他方で ヴルフの方法 に加 えて、教育者側の儀礼にも着 目するた
めに授業者へ もアンケー トを行い、授業の始 めに、授業者は どうい うスタイルで授業に入 ってい くのか
(どうい う儀礼を生 み出そうとしているのか)と い う点について調査する。
〔3〕調査について
1)調査方法:授 業開始時の参与観察及びビデオ収録 〔資料1〕、授業者への アンケー ト 〔資料H〕
2)調 査対象:受 講生80人 以上の授業




























































































































































授業前、授業後 には、様 々な儀礼的 な行為が見 られた。 この結果の一部(と りわけ授業前 にみられた も
の)を 上述のヴルフの視点 にそって解釈すれば、 どのようになるだろうか。
①決まった身振 り、それに対するアレンジは見 られるか。
授業開始前、谷村の場合はマイクに触れた り、マイクをコンコンたたいて調節 した りというパフ
ォーマ ンスが、中戸の場合は、腕時計 を眺めた り、それをはず して手 に持ち変 えた りするパ フォー
マンスが見 られた。
これ らの行為 は何 を促すのか。谷村の場合 は、授業で しか用いないマイクを試す形 とい うで授業
開始 を告 げてお り、中戸の場合は、授業者が時間を気にかけていることを聴衆 に気づかせ るとい う
形で時間通 りの授業開始が求められている と見ることができる。いわばこれ らの行為 は、無意識で
あるにせ よ学生が受講者へ移行するのを促 す、授業者か らの働 きかけであるといえよう。
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②教室内での学生の動 きの時間的、空間的な構成 について。
教室 を儀礼 のパフォーマ ンスの場 として捉え、授業者 をパ フォーマー(演技者)と して捉 える場合、
教室 は劇場、教壇 は舞台、座席は客席 として、学生は聴衆 として捉えることがで きる。
・京都女子大学
昼休み後の授業のせいか、大半の聴衆はすでにチャイムが鳴る直前 まで に席 についている。遅刻者
はわずか。縦長の劇場 なので、後 ろの席、前の席、両端の席 とい う順で埋 まり、その結果真 ん中の席
は空 く傾向が見 られた。舞台 と客席が少 し離れている上に、劇場が縦に長いので、一番後ろに座 った
場合、パフォーマーか らほ ど遠 く離れることにな り、そのパ フォーマ ンスの リア リテ ィは伝 わりにく
い。 しか しその ことは、パフォーマーが時折舞台を下 りて客席を歩 き回ることで補われている。
・大阪大学
半数以上の聴衆が授業前にすでに着席 しているが、残 りの3分 の1は チ ャイムと同時にかけこみ、
遅刻者 も数名見 られる。①舞台は広いが客席 と比較的接近 している上に、パ フォーマーは板書の時以
外 は舞台か ら下 り、時 には客席を歩 き回る。② もともと横長の教室である上 に、授業者が学生に後ろ
3列 に座る ことを禁 じてい る ため、聴衆は全体的に少 し前 に乗 り出す ような形になっている。① 、
② より、パフォーマ ンスのリアリテ ィが伝わ りやすい といえる。ただ、逆に客席が横 に広す ぎる場合
のデメ リッ トは、特に両端 に座 る観客 にとって、パフォーマーが どち らかの端に移動 した場合に、リ
ア リテ ィが損 なわれるという点であろ う。
③物、衣服 について。パ フォーマンスで用いられる物は小道具、その際の衣服は衣装 として見ることが
で きる。
〔授業者がパフォーマーの場合〕
・小道具 谷村:マ イク、出席 カー ド、感想用紙、黒板消 し、配布プリント
中戸:お 茶(缶)、 腕時計、配布プ リン ト、参考文献、授業用のメモ、感想用紙
・衣装 中戸:上 着、袖 をま くったシャッ、眼鏡
〔学生がパ フ』オーマーの場合〕










間グループの一員から受講者への移行を遂げるための 「通過儀礼」である。 この儀礼は さらに細か く
三つの儀礼に分け られる。それまでの仲間グループの状態か らの分離 を表す 「分離の儀礼」、仲間グ
ループの状態 と受講者の状態が混 ざった境界状態にある 「過渡儀礼」、受講者の状態 となって授業 と
いう制度へ統合 される 「統合儀礼」である。
他方、上述の統合儀礼 とは別に、"仲間グルー プの絆 を深めるとい う意味での 「統合儀礼」 も見 られ
た。
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<考 察>
1.制度側の(大 学側の)儀 礼
京都女子大学には、長いチ ャイム風の音楽(1分15秒)が あ り、大阪大学には、通常の長 さのチャイ
ム(15秒)が ある。京都女子大学 の方がチャイムの音が大 きく、学生 にも聞 こえやすいが、大阪大学で
は聞 こえに くい。昼休み後の授業のためか、全体的に京都女子大学の学生の方が、そ もそ も着席が早いの
であるが、特 に一回目の参与観察の際 に見 られた ように、チャイム風音楽が鳴っている間に学生の話声は
小 さくな り、授業に関係のないもの(時 間割表など)が 片づ けられ、授業に関わるもの(ル ーズリーフや
筆記用具)が 机の上 に出され、鳴 り終わる頃には静寂が訪れる。それに対 して大阪大学では、チャイムの
音の長 さが短い上、音 も小 さいので、学生達の話 し声 に紛れて しまって、余程注意 して聞かなければ聞 こ
えない。
リーチはその著作の中で、人為的 な音が境界を しるす働 きを重視 している。彼 によれば、太鼓 を打 った
り、角笛 を吹いた り、シンバ ルや拳銃、爆竹や鐘を鳴 らした りすることは 「時間や空間の境界を しる しづ
ける」 ものとして規則的に用い られるが、その境界 は物理的なだけでな く、「形而上学的」で もある6)。
例えば、ラッパの点呼、鐘のうち鳴 らしは一 日の時間を しる し、 トランペ ットのファンファー レは重要人
物の入場 をしる しづける。 また、号砲 と爆竹は特に葬式の行列、結婚式 をしるし、雷は 「神の声」を表す7)。
つま り彼 によれば、ある特定の音は聖 なるものを示すのである8)。
この ように考えれば、単純化 して言うと、京都女子大学の場合の方が、聖の世界が長 く、それに よって




青木に よれば、挨拶 とは、人 と人 との相互作用の始めと終わ りを画する境界的な局面であ り、交渉のな
い状態か ら、交渉や対話への移行 を円滑 に、 また逆にそれまで続いた交渉、対話 を円滑に終息させ、継続
的な関係の設立、維持に支障がない ようにするためのものである9)。この青木の考えに従 えば、挨拶 は、
ヘネップによる三つの儀礼のうち、ある状態か ら別の状態へ と移行する途上 にある 「過渡儀礼」であると
考えられる。授業者 は、挨拶 によって、休憩時間の対話のない状態から授業時間の対話の状態へ と移行 を
遂げるのである。
しか しヘネ ップ自身は、挨拶 を統合儀礼の範疇 に入れている。挨拶 は、「異人が家に住んでいる ものあ
るいはそ こに居合 わせた もの とどの程度親 しいかによって異 なる」 ものの、「要するに異人は何 らかのや
り方で、その ときだけにせ よ出会った人々に自分を同一化する」 とい う10)。ヘネップの言 う 「異人」がこ
こでの授業者、彼の言 う 「そこに居合わせたもの」がここでの受講者であると考 えれば、挨拶 は、授業者
が授業 を始めるための儀礼 とい うよりも、授業者が学生の共同体の方に同一化する儀礼であるとい う解釈
が見 えて くる。
さて、挨拶 のパフォーマ ンスについてであるが、両者の挨拶を見ていて、 まずはパフォーマーの声が観
客に届いていることが儀礼を成 り立たせ るための条件であることが分か った。これは言ってみれば当然の
ことではあるが、一 回目の谷村の参与観察で、マイクの接触が悪いため に挨拶の声 が後ろまで届かず、後
ろで学生の会話が続いていたことがあった。 これは、儀礼の遂行が不完全であることを示 してお り、逆 に
言えば、「パフォーマーの声の届 く範囲=儀 礼の成立する範囲」 とい うことになる。 まずは声が行 き届 い







で きないにせ よ、少な くとも、授業の始 まる前の時点で学生に授業の始ま りを意識 させるという効果があ
る。あるいは、参与観察では受講者が前回の感想 を授業前 に読 むグループが見 られたが、 この姿勢 を授業
に臨む姿勢であると見れば、 ここでは休憩時間から授業時 間への過渡儀礼が行 われていると言 うこともで
きる。彼 ら(彼 女 ら)は 、前回の授業内容 や自ら考えた ことを思い出す ことによって、その延長にあるこ
れから始 まる授業へ と取 り込 まれるのである。彼 らは、休み時間で も、授業時間で もない、あいまいな境
界上 にいるのである。
他方、感想用紙の返却は、仲間グループの絆 を深めるとい う意味 での 「統合儀礼」 として も機能 してい
る。観察の結果、あるグループが他 の学生 の名前 を呼んで感想用紙を返却 した り、 グループの一人が同じ
グループの友人の感想用紙まで取 りに行ったりする光景がみ られた。 この場合の感想用紙は、授業へ の通
過儀礼のための小道具としてよりも、仲間グループの統合儀礼の小道具 として機能 している。
さらに、感想用紙がこれらとは全 く違った目的で使用 される様子 も見られた。そ れは、急いで入室 して
きた学生が、感想用紙でぱたぱたと顔 を仰 ぐとい うパ フォーマンスである。その行為は偶発的なもので儀




業経験者に、無記名、 自由記述 を伴 う形で実施 した。その際、担当授業の うち、受講生が40人以上で講義
形式の ものについて回答 を求めた。資料Hは 、次 のA～Fまでの質問6項 目について、 自由記述 で回答が
あった もののうち、意味 の重複 した もの を除いた抜粋である。(それぞれの回答 を分類 した〈 〉は筆者
らによる。)
Aあ なたはどのように授業をは じめますか。
B授 業開始時 に学生が騒が しい場合 はどうしますか。
Cど の ような雰囲気作 りを心がけてい ますか。そのために何か していることはありますか。
D授 業中、学生の注 目を集め ようとするときは何 らかの行為(パ フォーマンス)を しますか。
Eあ なたが教壇に立つとき、身な りについて気遣っていることはあ りますか。それは何ですか。理
由とともにお書 き下 さい。
Fあ なたが授業中、用いる小物(例 指示棒)は あ りますか。それは何ですか。用いる理由は何で
すか。
これらの質問項目について、多様な回答が寄せ られた。とくに、「パ フォーマンス」、「身なり」、「小物」
に関する記述には、それぞれの授業観が表れているもの も多 く、大変興味深い。 また、Cの雰囲気作 りに
ついては、 とくに自由記述の量 も多かったが、授業者の言葉のかけ方、教室での立 ち位置および動 き方な
ど、かな り自覚的にパフォーマ ンス していることが伺 える記述 も多 く、それが 「儀礼」であるという意識
はな くとも・教師の言葉や身体に関 し・授業者には南る一定の型において、暗黙の儀礼がで きあが ってい
ることも予想 させ られる。ある授業がもつ雰囲気は、授業者の働 きかけによって形成 されると同時 に、当
然のことながら学生たちのあ り方 によって も形成 される。多 くの授業者が雰囲気作 りに関 して 「雄弁」で
あるのはなぜか。それは授業が、授業者そ して学生にとって達成感 を得 られるものであるのか、それ とも
徒労 と感 じられて しまうのかが、授業 という場が もつ雰囲気に強 く結びついていることを日々の授業実践
の中で実感 しているからで あるだろう。・






・ 「皆さん、おはようございます。」午後は 「皆 さん、こんにちは」と挨拶 をする。その次に、当該授業科目について(お よびそれ以外の ことについても〉
「何か質問はないか」 ときく。
・挨拶をして時事問題(教 育についての)な どに触 れてから本論に入る。
・こちらか ら挨拶する、そのまえに帽子やコー トを脱がせる,
・挨拶をし、出席 を取 ってから入る。
・ 「おはようございます」 と挨拶する。イントロダクション、そ して授業に入る。




・少 し間をお き(その日に使 う資料 をそろえたりマイクの調子を確かめた りしつつ)、その後 「こんにちは」と挨拶 し、先週はなにをやったかをお さらい
する。





・教育 に関する最近の話題な どに少 し触 れゐことも多い。「はい、それでははじめましょう」 と声 をかける。
〈前回の復習、その日の授業予定から〉
・前回までの授業内容 を要約 して後、今日の授 業の主題 について触れてか ら開始する。時に、今 日の授業主題の学問的位置づけについて話すこともある。
・前時 に提出してもらった質問(出 席表の裏に書 く指示〉に答えることを授業の導入にしている。
・復習か ら
・前回の復習 または毎回レポー トの中からフィー ドバックに値するものを読 む
.
〈間をみて〉
・教壇 に立って、30秒位 、間をおいて、学生が静かになったところで、す ぐに授業に入る。
・前回の授 業の終わりに書いてもらった学生の意見をそのままプリン トしたものを配布することから新 しい授 業に入ることが比較的多い。




・壇上(階 段つ きの大げさな もの)に 上り、鞄の中から配布資料を取 り出す。下に下 りて、資料(前 回かいてもらった学生か らのコメン トを抜粋 したもの)
を配布する。 資.料が後ろの席まで回る間にマイクの電源 を入れ、授業 に入る準備をする。資料が全員に行 き届いているか確認し、足 りない分は隣の列か







・資料 を配ったり、板書を した りして待つ。




・たいていは静かになるまで待ちますが、す ぐに静かにして欲 しい ときはまず注意 します。.また、しば らく様子を見て静かにならない場合も、注意をして
から始めます。
・ 「ヤカマシイ!」 とやや大声でとがめた後、】e伽reは複数 であるのだから、単数の論理を持ち込 むのは一人前と見な しがたいとコメン トする。 しかる後、
それでも従 わない学生は、縁 のない存在 として退出しな さい と告げる。お互いのためにも、その方がbeロerだからである。
・ 「え一か」 と注意 を促 す
・議 している人の近 くにいった り、話 しかけた り、当てた りする。収まらないときは注意する。
・5一董0分程度待って、つぎに少し注意 して始める。
Cど のような雰囲気作 りを心がけていますか。そのために何 かしていることはあ りますか。
・相互にやり取 りができること。教卓ばか りにいないで教室 を歩き回る。
・ただ聞 くだけではな く、こちらか ら問い を発 して、それについて受講生自身が考えるような授業 をしようと心 がけています。授 業の途中に2、3回は必
ず当てて、何でもよいか ら応 えさせ るように しています。学生がお客様的に授業を聞かないように、 というのは結構大事に しています。
・あまりとげとげしい雰囲気を作 りた くないので、私語などに対する注意 もそんなに怒ったようには していない。 また、興味をもってもらいたい(ま たは
興味を失 って もらいた くない)の で、いろいろな トピック(時事的なもの と関連付ける、大学生が興味 を持ちそうなネタ(占いなど〉 を入れるようにし
ている
・授業の冒頭に関心を引 く話題か ら始める。 自由に発言できる雰囲気を作る(ど のような意見 もまず受け入れてから、こちらの意見を述べる)
・人数が多 くなる と、一対一の授業、双方向の授業は難 しくなるため(授 業生数;80人〉、学生が 自分の頭の中で、色々と考えをめぐらすことができるよ
うな発問 をしたり、具体例 を出 したりする。 リラックスして学 びに集中でき、かつ内容的にも濃い授業
・私語厳禁で臨む(初 回に注意すると以後、私語はない〉哲学の話だけだ と重苦 しいので、ときどき話題を変える。
・いかにも 「教育学」 「教職課程」らしくしないように。.たとえば机に腰掛けて話すとか。
・眠 らない ように板書は多めに。
・主体性、 自主性、それから学生間の関係性 を引き出すために、学生の意見をなるべ く聞 くように している。
・私語は注意するよう心がけている。無断で立ち歩いた りすることは(許 可なしに〉禁ずる(最 初の授業で)
・表情を豊かにしようと努めている。学生さんが潜在的に望んでいる人生を語るようにしている(愛情観、人生観etc>。
・学生が意見を言いやすい雰囲気作 り。授業の中で自分自身の体験談を話す、コメント用紙を配布 し、思 ったことを自由に書いて もらう、分か らないこと
があれば気軽に質問するよう伝える、な ど。「雰囲気作 り」 とは少 しずれるか もしれ ませんが、授 業の内容 と特徴上、授業内容 に反応 してつ らくなって
しまう学生が時々いるので、授業 自体が重 くならないよう、ま.た偏 った受 け止め方.をされないよう、気 をつけています。
・教員自身が明る くふるまう。私語には、厳 しく叱責する。




・この話 は面白いのだ、と感じて くれているという雰囲気 が欲 しいので、面白 く、分か りやす くを心がけてはいる。
・私語等 は禁止しているが、なるべ く楽 しい雰囲気 を心がけている。
・楽 しくて、自然で アットホームな感 じ。
・学生参加型の授業をすることによって、学生自身が意欲的に授 業に臨むようにする。競争原理を活用 しつつ、自分たちががんばれば自分の成績 アップに
直結することを自覚 させる。「出席 してよかった」「欠席 したのが残念」だと思わせるような授業を展開する。分か りやすい内容、親 しみやすい内容、予
備知識がな くて もすぐに溶け込める内容、 参加 して楽しい内容になるよう努める(ゲ ーム的要素 も取 り入れる〉。多人数授業の持つマイナスイメージ
を払拭 し、む.しろ多人数授業の をつ積極面を最大限に活かす。
・楽しい。自分で考 えること。毎回具体的な事例 を紹介する。毎回A4の紙 を配布 し、課題な どを書かせ る。4,5人 で1グ ル」ブにして、グループワーク
をさせる(い つもではない)
・和やかな雰囲気 と真剣な雰囲気を大切 にしたい。今 まで関わってきた子 どもたちの話を具体的に紹介する。毎回必ず、講義のレジュメ、資料を用意する。
・ライブ感覚で学生の表情 などを読み とりながら進めている。私の授業では学生は私語がほとんどみ られず、静かであるが、ライブ感覚 と上に書いたよう
に、活気ある授業の雰囲気作 りを心がけている。そのためにまず必要なことは教師が生 き生きしていること、生 き生きと教えることのように思 う。だか
らそれが独 りよが りにならないように、学生の様子に細心の注意 を払 う。
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・授業者に注意を集中 して くれるよう、大教室では特に明確に発話 し、適度な身振 り手振 りを入れることを心がけている。
・真剣に学ぶ雰囲気。初回の半分以上 を使って、この時間を半期間、みんな とどのように過ごすかについて雰囲気作 りをする。
・静かになるべ きところは静かに し、話 し合 うべ きところは話し合いをさせる。 昌
・積極的にジョー クをいれようとしますが、いっこうに受けません。
・講義の一時間目は、5-6人ずつの班をつくり、その班 ごとに自己紹介の時間にする。その自己紹介 を受けて、第1時 間目の残 りと第2時 間目のは じめの時
間を使って、黒板の前に立 って、班員の紹介をする時間を設ける。 自分の名前や特徴が他の受講生に知られていると自覚することは、学生たちの間にい
い意味での緊張感を生むように思.われる。 さらに、講義期間の初期は、教員が話しているときは集中 して静かに聞 く、自分たちが活動するときは活発に
議論する とい う具合 に、メリハリをつけるよう、努めて注意 を促 す。そうする と、講義の中盤ごろか らは、 自然とメリハリのついた行動ができるように
なって くる。
・①授業にメリハリをつけるように している。講義の中に学生の発表の時間を入れ、私の話を聞くばかりでな く、学生が能動的に意見 を言える場を設定 し
ている。"加え て、できるだけ学生 とのコミュニケーシ ョンを深めるため、毎時間授 業について短い感想 を書かせ、面白い意見 については紹介し、 コメ
ン トするようにしている。




・一方通行 にならないように出来るだけ授 業中の会話に(学 生と教師との)気 を配る。
・親密感を増すように心がけている、で きるだけ難解な言葉 を使 わないようにする、事例をできるだけ示すようにする
・集中して講義を聞 くこと、できるだけ明確 に問いと答 えを与える。
・他人の学習権を侵害 しないことを学生たちに理解 して もらっている(そ れ以外な らす球てを認めている)。
・自主的に学んでもらいたいので、コミュニケー ションを多 くとるように心がけています。講義によって異な りますが、電子メールやなんでも帳(「大福
帳」)を用いて、質問や意見 を活発に書いてもらえるように してい ます。返信を しっか りとしていけば、少 しずつ質問などは増 えてい きますし、自分で
興味を持って学んでもらえると思 っております。






・机間を歩 く。手振 り身振 りを入れる。
・口調を変える。学生側に近寄る。
・両手をたた く。「はい、注目して」 と多少大 きな声を出して、手 を振る。
.・重要なことを話すからよく聞け!黒 板をたたいて学生の注意を促す。
・ゲームの手法を用いる。 トリック ・クエスチ ョンをする。
・内容に関連づ けた雑談で、注意を引 く。
・ワイヤレスなので、机間まで行 った り、その学生に適宜に質問する。或いは学生にマ イクで発言させる。
・(注目を集めるのは〉不必要
・ 「はい、ここは注目して くだ さいね」と言葉で注 目を集めます。あと、若干の身振 りは入っています(手 を挙げて注目を促す)
・少 し大 きめの声で、「はい、これから言うことをよく聞いて ください」「ち ょっとこちらを見て ください」な どとい う。
・ゆっ くり静かに語 り、繰 り返す。板書をする。(ポイン トを書く〉ワイヤ レスを使って座席の方に行 く。










・気遣っていないが、背広 ・ネク.タイ着用 という普段 どお りの服装です。
・常識に したがうのみ
〈 きっち りネクタイ〉
・ネクタイは締めるようにしている(ふ だん本務校では しめていない》。理由はとくに意識していないが、ほかめ先生が皆 しめているのと、「自信がないの
に教師をやっている」中で、「教師」 と.してのかっこうを、 どうにか、つけようとしていることの現われかもしれない』
・スーツ、ネクタイ着用。公の場での教育活動のため。
・真面目な服装(ex.ネクタイ着用、暗い色のスーツ〉。話題が深刻 なものになることが多 く、あま り明るい服装だ とふ さわ しくないような気 がします。 も
うひとつの理由は"照 れか くし"です。
・事務のやり取 りをする際、教員であるのを分かってもらうため
・ 「若 くて頼 りない先生だ」 と思われないように
・可能な限りネクタイ着用(6,7月9月は別 として〉。スーツスタイルが原則。学生に対するエチケ ットと思 うから。
・スーッ+ネ クタイで授業、学生にも自分 にも授業 としてしっかり対応するよう意識づけるため
・常にスーツにネクタイ(教育者として当然の儀礼)
・あまりラフな服装にな らないようにしている。
・公演と同 じく1㏄tu爬もわれわれ教員 には正規の舞台であるのだか ら、身な りのほうも中身 と同 じく手抜きはで きない。ネクタイ、背広の正装を常 として
いる。
・ネクタイ着用 を心 がけているが、上着はフットワークをよくする為 に着用しない。







・これまで小・中・高での 「教師」イメージ、それから大学 「教師」 イメージになるべ.く沿.わない ようにする。
・話題づくり(同 じ服 をできるだけ着ない。パステルカラー等のシャツ)
・服装はすべ て(ベ ル ト・靴 ・ハンカチ も含む)に 気を配 る。原則 として同 じ服 は着用 しない。(ネクタイも)学 生にマナーをうる さく注意する関係で、
自分が範 を示す必要がある。言葉遣いも同様。
・清潔な服装を心がけている。眠そうにならないようにている(一 講目なので)
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・自分の身体以外 の小物を用いるのは舞台に立つ役者 として、.邪道 に近いのではないか。本当の芸人は、芸そのもので聴衆 をひきつけるわけで、それを芸
以外の要素に頼 るようでは、先が見 えているのではないだろうか。われわれ教員 も一流の舞台役者から多 くを学ばな くてはならないだろう。
・そういうことを考えたことがなかった。指示棒などで示すようなvisua1な展開を していないのだと思う。
〔6〕おわ りに
ヴルフの言 う儀礼 とは、 日常的な相互行為であ り、一定の型が繰 り返 される ものの、決 して固定 した も
のではない。儀礼に とっては、一定の型が場 に応 じて実演 されることが重要な役割を果たすのであ り、逆
に儀礼がそのパフォーマ ンスに基づいているとす ら言えるのである。 とりわけ、ヴルフは 日常生活に見 ら
れる移行の段階に着目し、その際に引 き起 こされる通過儀礼 を観察 しようとしている。彼の手法は、我々
が普段、意識 しないで行 う儀礼 を意識化させるものであ り、教育者がこの ような視点に気づ くことによっ
.て逆に学生の移行をスムーズにする手助 けも可能 となるように思 われる。今後は、観察結果をより綿密に
分析 し、教育者側の儀礼に対 して学生はどのように対応するのか、 また、教育者側の儀礼 は学生が自ら作
り出す儀礼 とどの ように関わっているのかということを明 らかにできれば と考える。
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<注>
1)こ れ につ い て は す で に 人 類 学 者 、 タム バ イア(S.」.Tambiah)は、 儀 礼 が 一 回 ご と に必 ず しも同 じで は な く、
儀礼 の 成 否 の鍵 を握 るの は む しろ、 一定 の型 にそ の都 度 加 え られ る ア レ ンジ であ る こ とを指 摘 して い る。
2)文 化 人 類 学 者 、 フ ァ ン ・ヘ ネ ップ 〈A.vonGenepp)の通 過 儀礼 研 究 に よれ ば、 「通 過 儀礼 」 とは 、誕 生 、 成 人 、
結婚 、 死 とい った 人生 の節 目 を平 安 に 通過 す るた め に行 わ れ る儀 礼 を指 す 。 しか し、 七 五 三 や成 年 式 な ど、個
人 の成 長 過 程 に 行 わ れ る儀 礼 の み が通 過 儀 礼 なの で は な く、 あ る場 所 か ら他 の場 所 へ の 移 動 、 あ る共 同 体 か ら
他 の共 同 体へ の移 行 に 際 して行 わ れ る儀 礼 も通 過儀 礼 であ る 。
3)文 化 人 類 学 者 、 ター ナー(V.Tumer)はヘ ネ ップ か ら、"1垂minaゼ(敷居)と い う概 念 を受 け 継 ぎ、 それ を移行
段 階(ヘ ネ ッ プの 言 う 「過 渡 儀 礼 」〉 に み られ る重 要 な 特徴 と して、 「境 界性 」 とい う概 念 へ展 開 させ た。 この
語 は 、 そ れ ま で の属 性 は も はや ない もの の 新 た な 属 性 が い まだ付 与 さ れ て い な い、 「ど っ ちつ か ず 」 の 「あ い
まい で不 確 定 な 」 状態 で あ る。 つ ま り 「境 界 にあ る人 間(敷 居 の 上 の 人 た ち)の 属 性 」 を 「境 界 性 」 とい うの
で あ る。
4)す で に社 会 学者 、 ゴ ッ フマ ン(E.Goffman)と社会 心 理 学 者 、 ヴ ェ レ ン ドル フ(F.Wellendαf)は、制 度 に対 し
て仲 間集 団 が で きる こ とを 「制 度 に抵 抗 す る儀 礼(Widerstandsrituale)」と して捉 え 、 それ に加 えて 人類 学 者 、
ベ イ トソ ン(G.Bateson)は、 仲 間集 団 にみ られ る 「制度 に従 う(institutionsaf翫mat重v)儀礼 」 を指摘 した 。
5)授 業者 の この 指 示 は 、学 生 を前 の 列 に座 らせ る こ とに よっ て 、気 持 ちの 上 で も授 業 に対 す る積 極 性 が 求 め られ
て い る と読 む こ とが で きる。
6)リ ーチ 青 木保 、 宮坂 敬 造 訳 『文 化 とコ ミュ ニ ケ ー シ ョン』 紀 ノ國 屋 書店1981p.13L132.
7)リ ーチ 前 掲 書 同 頁。
8)リ ーチ 前 掲 書 同頁 。
9)青 木 保 『儀 礼 の 象徴 性 』 岩 波 書 店1984
10>ヘネ ップ 綾 部 恒 雄 、綾 部 裕 子訳 『通 過 儀礼 』 弘文 堂1995p.27,
<参 考 文 献>
Tumer,V.,7ぬeRf加a1」P旋)σe∬,∫加c伽reaηdん1が3加c如1e,Chicago,Aldine,1969.
(冨倉 光 雄 訳 『儀 礼 の 過 程 』 思 索 社1976)
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ConsiderationtotheRitllalPe㎡ormanceastlleL㏄t.ureStarts
TAKAMATSUMidori TANIMURAChie NAKATOYoshio
Inthispaperwef6cusontheapalysismethoddevelopedbyWulf(Wul£Christophl944～).Wulf
appliedtheconceptofritualwhiφhadbeenσerivedf氏)manthropologytothefieldofpedagogyinordertoanalyze
onthepr㏄essofs㏄ialization,especiallyinprim缶yschool.W昌alsotrytoapplyhisideatothe.fieldofhigher
education.
Hisconceptofritualmeanssomethingn㏄essaWfbrhumanbeingstofbmlcommunityanditals6means
thereiteratlonofinterplay.Themodeofinteractionisnotconsideredasafixedoneanditiscleartha口nteractions
arepe㎡brmedinvariousbmsdependingonthecircumstances.Fordtua1,pe㎡brmlngitselfisnecessary釦r
accomp】jshmenL
Wulfpaysattentiontothephasesofpassageindai監yschoollif¢.Achild,forexample,asamemberof
peergroupmustchangehimselforherself孟ntoachildasapupilasheor.shea枕endstheclass.WulfregI町dssuch
smallchangesas"ritualofpassage."
Byapplyinghlsmethodwecanfindoutthesmallritualswhichapersonpe㎡brmsunintentionallyindailylifband
thenwealsomightbeabletohelpstudentsandteacherstogothroughthephasesofpassagesmoo止hlyindailyschoo蓋
1ifb.
Wereporttheresultofourresearchinuniversityclassrogmstohighlightsomesmallritesofpassage
experiencedbybothstudentsandteachers.
